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論文審査結果の要旨 
 
本論文は，仮想空間で自己と相手のアバタを介して対話者相互の身体性を共有し対面
コミュニケーションを実現する，身体的バーチャルコミュニケーションシステムの看護
教育の領域への適用に向け検討を進め，身体性アバタを介した看護コミュニケーション
教育支援システムの開発について論じたものである． 
人は単に言葉によるバーバル情報だけではなく，うなずきや身振り・手振り，表情あ
るいは周辺言語といった言葉によらないノンバーバル情報による身体性の共有により，
対話者相互の豊かな関係性を成立させている．看護教育において学生がこの身体的コミ
ュニケーションについて理解を深めることは重要であり，学生の行動変容を導き出すた
めには，身体的コミュニケーションを体験的に学習できるシステムが必要である．その
ため本論文では，アバタを介して身体性を共有し対面コミュニケーションを実現できる，
身体的バーチャルコミュニケーションシステムを適用した看護コミュニケーション教
育支援システムの開発を行っている．具体的には，まず，看護の臨床にできるだけ近い
状況を再現し，臨場感を得るために，仮想病室と役割に応じた看護実習生役と患者役の
身体性アバタを新たに構築し，看護実習生－患者役アバタを介した看護コミュニケーシ
ョン教育支援システムを開発している．さらに，開発したシステムを用いて評価実験を
行い，看護学生同士の対面でのロールプレイングより，臨場感が得られ役に入りやすく，
患者体験が行えるなど，システムの有効性を示している．次に，ノンバーバル情報で重
要とされる表情・視線などの表現性に関するシステムの改良を行い，身体性アバタに微
笑みと眼球動作機能を付加したシステムを開発し，評価実験によりシステムの有効性を
示している．さらに，看護教育で重要とされるリフレクションに着目し，初学者が自ら
様々な条件下でコミュニケーションを振り返ることができるリフレクション機能を付
加したシステムを開発し，評価実験を行い，自己の振舞の意識化やコミュニケーション
課題の明確化など，看護コミュニケーション教育支援への有効性を示している．最後に，
システムの教育現場への適用に向けた教育効果の検討実験を行い，学習者の行動変容や
主体的なコミュニケーション学習を促進させるなど，システムの実用性を示している． 
本論文は，看護コミュニケーション教育支援の新たな選択肢として提案するもので，
看護学生のコミュニケーション能力の向上に大きく寄与できるといえる．さらには，看
護領域だけに留まらず，コミュニケーション教育の必要とされる分野への活用の可能性
も広がり，コミュニケーション教育・研究の発展に貢献できると考えられる．よって，
本論文は博士（工学）の学位論文として価値あるものと認める． 
